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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ｉ ） 流 動 床 噴 霧 造 粒 に よ り 顆 粒 状 の 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 製 造 し 、 そ の 際 、 炭 酸 ナ ト リ
ウ ム 水 溶 液 又 は 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 懸 濁 液 及 び 過 酸 化 水 素 水 溶 液 を 、 １ ： １ ． ４ ～ １ ： １ ． ８
の 範 囲 内 の Ｎ ａ ２ Ｃ Ｏ ３ ： Ｈ ２ Ｏ ２ の モ ル 比 で 、 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 粒 子 を 含 む 流 動 床 に 噴
霧 し 、 同 時 に 水 を 蒸 発 さ せ 、 （ ｉ ｉ ） １ 種 以 上 の 被 覆 成 分 を 含 有 す る 少 な く と も １ 種 の 水
溶 液 を 流 動 床 に 噴 霧 し 、 同 時 に 水 を 蒸 発 さ せ る こ と に よ り 顆 粒 状 の 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 被
覆 す る こ と を 含 む 、 顆 粒 状 の 被 覆 さ れ た 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 製 造 す る 方 法 に お い て 、
（ ａ ） 流 動 床 噴 霧 造 粒 を ４ ５ ～ ７ ５ ℃ の 範 囲 内 で の 流 動 床 温 度 Ｔ Ｇ で 実 施 し 、 顆 粒 状 の 過
炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 、 被 覆 前 に ６ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 内 の 流 動 床 温 度 Ｔ Ｎ Ｔ （ 但 し 、 Ｔ Ｎ Ｔ

は Ｔ Ｇ よ り も 高 い ） で 後 乾 燥 さ せ 、 被 覆 を ３ ５ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 内 の 流 動 床 温 度 Ｔ Ｕ で 実
施 す る か 、 又 は
（ ｂ ） 流 動 床 噴 霧 造 粒 を 少 な く と も 二 工 程 で 実 施 し 、 そ の 際 、 流 動 床 温 度 Ｔ Ｇ １ は Ｔ Ｇ の
た め の 上 記 の 範 囲 内 で あ り 、 後 続 の 工 程 に お け る 流 動 床 温 度 Ｔ Ｇ ｎ （ 但 し 、 Ｔ Ｇ ｎ は Ｔ Ｇ

よ り も 高 い ） は Ｔ Ｎ Ｔ の た め の 範 囲 内 に あ り 、 第 一 の 工 程 の 間 に 顆 粒 の 質 量 の 少 な く と も
３ 分 の ２ を 形 成 し 、 こ の よ う に し て 得 ら れ た 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 顆 粒 を 、 後 乾 燥 な し で 、 又
は 後 乾 燥 後 に 、 Ｔ Ｕ の 範 囲 内 の 流 動 床 温 度 で 被 覆 す る か 、 又 は
（ ｃ ） Ｔ Ｇ で 製 造 さ れ た 顆 粒 状 の 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 後 乾 燥 な し で Ｔ Ｕ で 被 覆 し 、 流 動 床
温 度 Ｔ Ｕ Ｎ Ｔ （ 但 し 、 Ｔ Ｕ Ｎ Ｔ は Ｔ Ｇ よ り も 少 な く と も １ ０ ℃ 高 い ） で 後 乾 燥 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 、 顆 粒 状 の 被 覆 さ れ た 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム の 製 造 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 造 粒 を ５ ５ ～ ７ ５ ℃ の 範 囲 内 の 流 動 床 温 度 Ｔ Ｇ で 実 施 し 、 後 乾 燥 を ７ ５ ℃ を 上 回 っ て ９
５ ℃ ま で の 範 囲 内 の 流 動 床 温 度 Ｔ Ｎ Ｔ で 実 施 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 後 乾 燥 を 、 流 動 床 内 で の 顆 粒 の 滞 留 時 間 内 に １ ５ ～ ４ ５ 分 間 の 範 囲 内 で 実 施 す る 、 請 求
項 １ 又 は ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 工 程 （ ｉ ｉ ） か ら 得 ら れ た 被 覆 さ れ た 顆 粒 状 の 生 成 物 を 、 ７ ５ ～ ９ ５ ℃ の 範 囲 内 の 流 動



床 温 度 Ｔ Ｕ Ｎ Ｔ で 後 乾 燥 さ せ る 、 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 顆 粒 を 製 造 す る た め に 、 Ｎ ａ ２ Ｃ Ｏ ３ 及 び Ｈ ２ Ｏ ２ を １ ： １ ． ５ ～ １
： １ ． ６ の 範 囲 内 の モ ル 比 で 使 用 す る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 流 動 床 噴 霧 造 粒 、 及 び 未 被 覆 の 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 顆 粒 の 後 乾 燥 を 、 複 数 の チ ャ ン バ に 分
割 さ れ た 流 動 溝 路 中 で 実 施 し 、 被 覆 、 及 び 必 要 な 場 合 に は 被 覆 さ れ た 顆 粒 状 の 過 炭 酸 ナ ト
リ ウ ム の 後 乾 燥 を 、 溝 路 に 後 接 続 さ れ た １ つ 以 上 の チ ャ ン バ 内 か 、 又 は 溝 路 に 後 接 続 さ れ
た 別 個 の 流 動 床 型 反 応 器 内 で 実 施 す る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 後 乾 燥 さ れ た 顆 粒 状 の 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム を 硫 酸 ナ ト リ ウ ム を 含 有 す る 被 覆 材 料 で 単 層 又
は 多 層 と な る よ う に 被 覆 し 、 そ の 際 、 最 も 外 側 の 被 覆 物 層 は 主 成 分 と し て 硫 酸 ナ ト リ ウ ム
を 含 有 し 、 か つ 全 被 覆 物 量 は 被 覆 さ れ た 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム に 対 し て １ ０ 質 量 ％ 未 満 で あ る
、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 流 動 床 噴 霧 造 粒 に よ り 得 る こ と が で き る 核 部 と そ の 被 覆 部 と の 構 造 を 有 し 、

核 部 に お け る Ｍ ｇ ＋ ２ 含 量 が １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｐ ｐ
ｍ で あ る 、 顆 粒 状 の 被 覆 さ れ た 過 炭 酸 ナ ト リ ウ ム に お い て 、 ４ ０ ℃ で ４ ８ 時 間 後 に 測 定 さ
れ た Ｔ Ａ Ｍ 値 が ３ μ Ｗ ／ ｇ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 顆 粒 状 で 被 覆 さ れ た 過 炭 酸 ナ ト
リ ウ ム 。
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被 覆 部 が 、
硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ソ ー ダ 、 重 炭 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム か ら 選 択 さ れ た １ 種 以
上 の 水 和 物 形 成 性 被 覆 成 分 か ら 成 り 、
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